
に
よ
り
「
定
時
」「
快
適
」「
安
全
」
と

い
う
新
た
な
価
値
を
享
受
し
、
こ
の
事

業
は
日
印
協
力
の
象
徴
と
し
て
名
を
広

め
た
。

　
さ
ら
に
、
06
年
か
ら
は
日
印
政
府
共

同
で
、「
デ
リ
ー
〜
ム
ン
バ
イ
間
産
業

大
動
脈
構
想
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
回
廊
と
呼
ば
れ
る
同
区
間
約
１
５
０

０
キ
ロ
の
産
業
振
興
を
目
的
と
す
る
こ

の
計
画
の
屋
台
骨
と
な
る
の
が
、
貨
物

輸
送
専
用
鉄
道
だ
。
既
存
の
貨
物
鉄
道

は
旅
客
と
路
線
を
共
有
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
で
貨
物
専
用
路
線
を
新
設
し

て
輸
送
力
強
化
を
図
り
、
加
え
て
、
貨

物
輸
送
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を

目
指
す
の
だ
。
こ
こ
に
も
日
本
の
技
術

と
経
験
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
貨
物
と
メ
ト
ロ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台

で
鉄
道
員
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
奮
闘
を

追
っ
た
。

　「
イ
ン
ド
の
貨
物
鉄
道
は
、
積
み
下

ろ
し
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
そ
の
場
で

運
行
ダ
イ
ヤ
を
作
っ
て
出
発
す
る
と
い

う
も
の
で
、
決
め
ら
れ
た
〝
計
画
ダ
イ

ヤ
〞
が
無
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
よ

う
や
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
」。
そ

う
話
す
の
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会

社
（
J
R
貨
物
）
の
海
外
事
業
室
室
長

の
西
村
公
司
さ
ん
だ
。
西
村
さ
ん
は
、

昨
年
９
月
か
ら
鉄
道
貨
物
輸
送
の
専
門

家
と
し
て
イ
ン
ド
貨
物
専
用
鉄
道
公
社

（
D
F
C
公
社
）
の
貨
物
輸
送
の
効
率

化
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
て
き
た
。

デリー近郊ダドリの貨物接続・集配ターミ
ナル。貨物専用鉄道が完成すると、これ
まで３日かかっていたデリー～ムンバイ間
の輸送が24時間以内で可能に

総延長距離で東京メトロを超えた
デリーメトロ。建設中の環状線が
点線で示されている。既存の路線
も延伸中だ

一日約2,800本が走るデリーメトロ。先頭または最終車両は終日女性
専用車両となっている

　
日
本
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
一
般

化
す
る
前
は
、
途
中
駅
で
の
貨
物
の
積

み
替
え
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
加
え

て
、
鉄
道
で
の
輸
送
は
コ
ス
ト
が
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
貨
物
輸
送
の
シ
ェ
ア

は
、
見
る
見
る
道
路
に
奪
わ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
化
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
と
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
て
き
た
の
だ
。　

　
同
じ
こ
と
が
、
今
、
イ
ン
ド
で
起
き

て
い
る
。
D
F
C
公
社
幹
部
で
、
イ
ン

フ
ラ
部
門
を
担
当
す
る
D
・
S
・
ラ
ナ

さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
で
は
、
貨
物
輸
送

の
需
要
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
の

高
速
道
路
整
備
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

鉄
道
輸
送
の
割
合
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
専
用
線
を
整
備
し
、
計
画
ダ
イ
ヤ

を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

を
発
車
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

「
冷
蔵
品
と
普
通
の
貨
物
で
は
、
輸
送

に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
全
く
違
う
の
で

す
」。
西
村
さ
ん
の
厳
し
い
口
調
に
は
、

顧
客
の
大
切
な
荷
物
を
預
か
る
仕
事
へ

の
プ
ラ
イ
ド
が
に
じ
ん
で
い
た
。

　
顧
客
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
輸
送
が

実
現
す
れ
ば
、
将
来
的
に
は
西
回
廊
沿

線
に
、
よ
り
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
と
な
り
、
日
印
の
経
済
関
係

が
一
層
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
夕
方
４
時
を
回
っ
た
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

の
車
内
に
は
、
帰
宅
す
る
学
生
ら
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
た
。
混
み
合
う
車
内

に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
が
飛
び
交
う
。「
ち

ょ
っ
と
私
の
荷
物
を
踏
ん
で
い
ま
す

よ
」。
優
先
席
に
腰
掛
け
て
い
る
年
配

の
男
性
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
言
っ
た
の

だ
ろ
う
。
前
に
立
つ
青
年
が
少
し
よ
け

た
か
と
思
う
と
、
そ
の
男
性
は
今
度
は

流
暢
な
日
本
語
で
、「
私
は
毎
日
１
時

間
か
け
て
メ
ト
ロ
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
メ
ト
ロ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
大
変

で
し
た
。
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
て
ね
」

と
隣
に
座
っ
て
い
た
私
に
話
し
掛
け
て

き
た
。
市
民
の
日
常
の
移
動
の
質
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
メ
ト
ロ
。
運
賃
も
初

乗
り
８
ル
ピ
ー
（
約
15
円
）
と
決
し
て

高
く
な
い
。

　
日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
、
安
全
運

行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
も
多
く
の
日

本
企
業
が
貢
献
し
て
き
た
デ
リ
ー
メ
ト

ロ
は
、
こ
れ
ま
で
街
の
中
心
部
か
ら
放

射
線
状
に
路
線
を
整
備
し
て
き
た
が
、

現
在
、
７
、
８
号
線
を
新
た
に
建
設
し

て
環
状
線
状
に
つ
な
ぐ
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。

　
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
軌
道
交
通
事
業
部

の
鶴
丸
雅
徳
さ
ん
と
、
ト
ン
ネ
ル
と
駅

の
建
設
が
進
む
ジ
ャ
マ
・
マ
ス
ジ
ッ
ド

駅
を
訪
れ
た
。
鶴
丸
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
工
程
や
品
質
、
安
全
な

ど
を
監
理
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人

だ
。
地
下
構
造
物
の
専
門
家
と
し
て
、

20
の
駅
と
付
随
す
る
ト
ン
ネ
ル
の
土
木

工
事
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の
監

理
を
担
当
す
る
傍
ら
、
現
場
に
も
足
を

運
ん
で
進
捗
を
確
認
し
、
事
業
全
体
の

円
滑
な
進
行
を
支
え
て
い
る
。

　「
実
は
、
こ
の
駅
で
は
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
始
め
て
す
ぐ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
遺

跡
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
計

画
を
変
更
し
て
当
初
よ
り
約
25
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
か
ら
掘
り
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
今
度
は

地
質
が
予
想
外
に
硬
く
て
掘
進
用
の
機

械
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　
そ
ん
な
悪
条
件
を
共
に
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
鶴
丸
さ
ん
は
現

場
の
作
業
員
と
も
親
し
げ
で
、
そ
こ
に

は
信
頼
関
係
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
を

含
め
、
20
あ
る
土
木
工
事
現
場
で
活
躍

す
る
の
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
の
施
工
業
者
だ
。
ま
た
、
40
人
近

く
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
で
も
、
鶴

丸
さ
ん
は
唯
一
の
日
本
人
だ
と
い
う
。

「
も
っ
と
日
本
人
に
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
ね
」。
そ

う
胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、積
極
的
に
商
機
を
狙
う
の
は
、

日
本
信
号
株
式
会
社
だ
。
同
社
は
、
日

本
の
信
号
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
で
信
号
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
。

「
８
号
線
で
は
、
無
線
信
号
を
利
用
し

て
列
車
の
位
置
を
検
知
し
、
速
度
や
車

間
距
離
を
安
全
に
保
つ
画
期
的
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
従
来
は
、
利
用

者
が
増
加
す
る
と
１
編
成
あ
た
り
の
車

両
数
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

技
術
を
活
用
す
る
と
、
列
車
の
運
転
間

鉄
道
の
国
イ
ン
ド
で

広
が
る
支
援

貨
物
輸
送
鉄
道
の

効
率
化
に
貢
献

デ
リ
ー
を
駆
け
る

日
印
協
力
の
象
徴

を
上
げ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
清
掃
し

や
す
い
モ
ー
タ
ー
を
作
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
業
界
の
潮
流
と
し
て
は
、
車
両
メ
ー

カ
ー
が
電
機
製
品
の
製
造
も
兼
ね
る
傾

向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
イ
ン
ド
で
は
、
同
社
が
車
両
メ
ー
カ

ー
を
リ
ー
ド
す
る
構
図
が
で
き
て
い

る
。
三
菱
電
機
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来

よ
り
約
３
割
の
省
エ
ネ
を
可
能
に
す
る

技
術
や
、
最
新
の
半
導
体
素
子
で
電
力

の
消
費
量
を
格
段
に
改
善
す
る
技
術
、

加
え
て
、
日
本
式
の
手
厚
い
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
を
支
え
て

き
た
。

　
日
本
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
公
社
も
独
自
に
駅
構
内
の
屋

根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て

駅
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
環
境
分
野
を

中
心
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。広
報
担
当
執
行
役
員
の
ア
ヌ
ジ
・

ダ
ヤ
ル
さ
ん
は
、「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、

鉄
道
分
野
で
は
世
界
で
初
め
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
す
国
連
の
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

が
好
き
な
ん
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
今
後
も
日
本
の
支
援
が
、イ
ン
ド
の
、

そ
し
て
世
界
の
鉄
道
発
展
の
追
い
風
と

な
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
願
う
。（

編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

デリーメトロ公社のアヌジ・ダヤルさん。昨年末、
国連気候変動枠組み条約第21回締約国会議
（COP21）に出席し、デリーメトロの環境保全の
取り組みを紹介した

「インドでは、新しい物と実績の双方を求めら
れるので難しい」と日本信号の荻原さん（左）。
奥には、８号線の車両基地が見える

特集 鉄道物語
日本と世界の鉄道員

隔
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
社
で
イ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
を
務
め
る
荻

原
浩
史
さ
ん
だ
。

　
技
術
の
開
発
当
初
は
、社
内
で
も「
本

当
に
実
用
化
で
き
る
の
か
」
と
懸
念
を

示
す
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
電
波
や
ノ
イ
ズ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

丁
寧
に
収
集
し
、
試
験
を
繰
り
返
し
な

が
ら
安
全
性
・
信
頼
性
を
高
め
て
い
っ

た
結
果
、
11
年
に
中
国
の
北
京
地
下
鉄

で
初
め
て
こ
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　「
日
本
で
は
興
味
は
示
さ
れ
る
も
の

の
、〝
国
内
で
前
例
が
な
い
と
難
し
い
〞

と
す
ぐ
に
導
入
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
京
に
次
ぐ
実
績
を
作
り
た

く
て
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
市
場
で
圧
倒

的
な
影
響
力
を
持
つ
デ
リ
ー
で
、
導
入

を
目
指
し
た
の
で
す
」
と
荻
原
さ
ん
は

今
後
の
展
開
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

　
他
方
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
全
体
で
車

両
用
電
機
製
品
の
約
７
割
を
受
注
し
て

い
る
三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
デ
リ
ー

メ
ト
ロ
と
は
15
年
来
の
協
力
関
係
に
あ

る
。
09
年
か
ら
２
年
半
、
現
地
に
駐
在

し
て
い
た
車
両
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
大
山
裕
二
さ
ん
は
、「
外

気
が
45
度
に
達
す
る
真
夏
、
私
た
ち
の

製
品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
車
両
の

床
下
の
温
度
は
、
70
度
く
ら
い
ま
で
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
ほ
こ
り

っ
ぽ
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
の
過
酷

な
環
境
で
製
品
の
高
い
信
頼
性
を
保
つ

に
は
、
電
力
の
ロ
ス
を
減
ら
し
て
温
度

　　
日
本
に
先
立
つ
こ
と
19
年
、
１
８
５

３
年
に
ア
ジ
ア
で
最
初
の
鉄
道
が
イ
ン

ド
に
開
通
し
た
。〝
日
本
に
よ
る
鉄
道

支
援
〞
と
言
っ
て
も
、
鉄
道
の
歴
史
で

は
イ
ン
ド
の
方
が
先
輩
な
の
だ
。
そ
れ

は
、
同
国
の
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

時
代
の
遺
産
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
今
日
で
は
総
延
長
距
離
約
６
万
５

０
０
０
キ
ロ
を
有
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
４
位
の
鉄

道
大
国
に
成
長
し
た
イ
ン
ド
で
、
鉄
道

は
国
の
誇
り
と
な
っ
た
。
国
父
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
有
色
人
種
へ
の
差
別

が
横
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
非

暴
力
・
不
服
従
運
動
の
た
め
、
鉄
道
で

祖
国
を
巡
る
旅
に
出
た
こ
と
を
知
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
鉄
道
と
共
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
イ

ン
ド
は
今
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
新

た
な
挑
戦
に
乗
り
出
し
た
。
同
国
初
の

高
速
鉄
道
建
設
事
業
だ
。
国
際
的
な
受

注
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
昨
年
12

月
の
日
印
首
脳
会
談
で
日
本
式
新
幹
線

の
技
術
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
一
方
、
２
０
０
２
年
開
業
の
都
市
鉄

道
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、
今
で
は
す
っ

か
り
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
、
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
、
空
調
の
な
い
バ
ス
な
ど
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
人
々
は
、
メ
ト
ロ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
D
F
C

公
社
職
員
向
け
の
日
本
で
の
研
修
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ナ
さ
ん
は
、
そ
こ

で
期
待
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
〝
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
〞、
す
な
わ
ち
冷
蔵

品
な
ど
、
低
温
の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま

の
輸
送
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
挙
げ

た
。

　
日
本
の
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
が
発
電
式
な

の
に
対
し
、
イ
ン
ド
は
外
部
コ
ン
セ
ン

ト
式
。
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
駅
に
あ
る
間

は
、
発
車
ま
で
外
部
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

差
込
口
の
数
に
は
、当
然
限
り
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
列
車
の
計
画
ダ
イ
ヤ
、

さ
ら
に
は
、
駅
で
の
作
業
工
程
を
定
め

た
作
業
ダ
イ
ヤ
に
従
っ
て
、
効
率
的
に

コ
ン
テ
ナ
を
積
み
、
時
間
通
り
に
列
車

特集 鉄道物語
日本と世界の鉄道員

地下工事の進むジャマ・マスジッド駅。
完成すると、ここはホームになる

オリエンタルコンサルタンツグローバル
の鶴丸さん（左）とデリーメトロ公社の
トンネルエンジニア

車両用電機製品のメンテナンスを行う
三菱電機の現地社員ら

三菱電機の補助電源
装置は車両の床下に
取り付けられている

デリー

ＪＲ貨物の西村さん。「日本
は鉱物資源が乏しい分、生
活物資を運ぶコンテナ輸送
が発展したのです」と話す

DFC公社幹部のラナさん。
インド国鉄勤務だったが、
2007年の公社設立時、先
陣を切って貨物専用鉄道
事業に参加した

走り続ける、日印鉄道協力

from インド

India

デリーメトロは約７割の区間が高架だ。
大気汚染の悪化で一面が白く霞がか
っているデリーにおいて、都市鉄道が
環境保全に果たす役割は大きい

今般、インド初の高速鉄道に日本の新幹線方式が採用され、話題を呼んでいる。
実は、その他にも都市鉄道デリーメトロの発展や、貨物輸送鉄道の効率化に 

日本が大きく貢献していることを知っているだろうか。
インドの鉄道の発展を支える両国の鉄道員たちの挑戦に迫った。

かすみ

り
ゅ
う
ち
ょ
う
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に
よ
り
「
定
時
」「
快
適
」「
安
全
」
と

い
う
新
た
な
価
値
を
享
受
し
、
こ
の
事

業
は
日
印
協
力
の
象
徴
と
し
て
名
を
広

め
た
。

　
さ
ら
に
、
06
年
か
ら
は
日
印
政
府
共

同
で
、「
デ
リ
ー
〜
ム
ン
バ
イ
間
産
業

大
動
脈
構
想
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
回
廊
と
呼
ば
れ
る
同
区
間
約
１
５
０

０
キ
ロ
の
産
業
振
興
を
目
的
と
す
る
こ

の
計
画
の
屋
台
骨
と
な
る
の
が
、
貨
物

輸
送
専
用
鉄
道
だ
。
既
存
の
貨
物
鉄
道

は
旅
客
と
路
線
を
共
有
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
で
貨
物
専
用
路
線
を
新
設
し

て
輸
送
力
強
化
を
図
り
、
加
え
て
、
貨

物
輸
送
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を

目
指
す
の
だ
。
こ
こ
に
も
日
本
の
技
術

と
経
験
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
貨
物
と
メ
ト
ロ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台

で
鉄
道
員
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
奮
闘
を

追
っ
た
。

　「
イ
ン
ド
の
貨
物
鉄
道
は
、
積
み
下

ろ
し
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
そ
の
場
で

運
行
ダ
イ
ヤ
を
作
っ
て
出
発
す
る
と
い

う
も
の
で
、
決
め
ら
れ
た
〝
計
画
ダ
イ

ヤ
〞
が
無
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
今
よ

う
や
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
」。
そ

う
話
す
の
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会

社
（
J
R
貨
物
）
の
海
外
事
業
室
室
長

の
西
村
公
司
さ
ん
だ
。
西
村
さ
ん
は
、

昨
年
９
月
か
ら
鉄
道
貨
物
輸
送
の
専
門

家
と
し
て
イ
ン
ド
貨
物
専
用
鉄
道
公
社

（
D
F
C
公
社
）
の
貨
物
輸
送
の
効
率

化
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
て
き
た
。

デリー近郊ダドリの貨物接続・集配ターミ
ナル。貨物専用鉄道が完成すると、これ
まで３日かかっていたデリー～ムンバイ間
の輸送が24時間以内で可能に

総延長距離で東京メトロを超えた
デリーメトロ。建設中の環状線が
点線で示されている。既存の路線
も延伸中だ

一日約2,800本が走るデリーメトロ。先頭または最終車両は終日女性
専用車両となっている

　
日
本
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
一
般

化
す
る
前
は
、
途
中
駅
で
の
貨
物
の
積

み
替
え
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
加
え

て
、
鉄
道
で
の
輸
送
は
コ
ス
ト
が
高
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
貨
物
輸
送
の
シ
ェ
ア

は
、
見
る
見
る
道
路
に
奪
わ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
化
を
は
じ

め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
率
化
と
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
て
き
た
の
だ
。　

　
同
じ
こ
と
が
、
今
、
イ
ン
ド
で
起
き

て
い
る
。
D
F
C
公
社
幹
部
で
、
イ
ン

フ
ラ
部
門
を
担
当
す
る
D
・
S
・
ラ
ナ

さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
で
は
、
貨
物
輸
送

の
需
要
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
の

高
速
道
路
整
備
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

鉄
道
輸
送
の
割
合
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
専
用
線
を
整
備
し
、
計
画
ダ
イ
ヤ

を
作
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

を
発
車
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

「
冷
蔵
品
と
普
通
の
貨
物
で
は
、
輸
送

に
求
め
ら
れ
る
条
件
が
全
く
違
う
の
で

す
」。
西
村
さ
ん
の
厳
し
い
口
調
に
は
、

顧
客
の
大
切
な
荷
物
を
預
か
る
仕
事
へ

の
プ
ラ
イ
ド
が
に
じ
ん
で
い
た
。

　
顧
客
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
輸
送
が

実
現
す
れ
ば
、
将
来
的
に
は
西
回
廊
沿

線
に
、
よ
り
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出

す
る
こ
と
と
な
り
、
日
印
の
経
済
関
係

が
一
層
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
夕
方
４
時
を
回
っ
た
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

の
車
内
に
は
、
帰
宅
す
る
学
生
ら
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
た
。
混
み
合
う
車
内

に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
が
飛
び
交
う
。「
ち

ょ
っ
と
私
の
荷
物
を
踏
ん
で
い
ま
す

よ
」。
優
先
席
に
腰
掛
け
て
い
る
年
配

の
男
性
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
言
っ
た
の

だ
ろ
う
。
前
に
立
つ
青
年
が
少
し
よ
け

た
か
と
思
う
と
、
そ
の
男
性
は
今
度
は

流
暢
な
日
本
語
で
、「
私
は
毎
日
１
時

間
か
け
て
メ
ト
ロ
で
通
勤
し
て
い
ま

す
。
メ
ト
ロ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
大
変

で
し
た
。
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
く
て
ね
」

と
隣
に
座
っ
て
い
た
私
に
話
し
掛
け
て

き
た
。
市
民
の
日
常
の
移
動
の
質
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
メ
ト
ロ
。
運
賃
も
初

乗
り
８
ル
ピ
ー
（
約
15
円
）
と
決
し
て

高
く
な
い
。

　
日
本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
、
安
全
運

行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
も
多
く
の
日

本
企
業
が
貢
献
し
て
き
た
デ
リ
ー
メ
ト

ロ
は
、
こ
れ
ま
で
街
の
中
心
部
か
ら
放

射
線
状
に
路
線
を
整
備
し
て
き
た
が
、

現
在
、
７
、
８
号
線
を
新
た
に
建
設
し

て
環
状
線
状
に
つ
な
ぐ
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。

　
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
軌
道
交
通
事
業
部

の
鶴
丸
雅
徳
さ
ん
と
、
ト
ン
ネ
ル
と
駅

の
建
設
が
進
む
ジ
ャ
マ
・
マ
ス
ジ
ッ
ド

駅
を
訪
れ
た
。
鶴
丸
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
工
程
や
品
質
、
安
全
な

ど
を
監
理
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人

だ
。
地
下
構
造
物
の
専
門
家
と
し
て
、

20
の
駅
と
付
随
す
る
ト
ン
ネ
ル
の
土
木

工
事
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の
監

理
を
担
当
す
る
傍
ら
、
現
場
に
も
足
を

運
ん
で
進
捗
を
確
認
し
、
事
業
全
体
の

円
滑
な
進
行
を
支
え
て
い
る
。

　「
実
は
、
こ
の
駅
で
は
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
始
め
て
す
ぐ
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
遺

跡
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
計

画
を
変
更
し
て
当
初
よ
り
約
25
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
か
ら
掘
り
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
今
度
は

地
質
が
予
想
外
に
硬
く
て
掘
進
用
の
機

械
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　
そ
ん
な
悪
条
件
を
共
に
乗
り
越
え
て

き
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
鶴
丸
さ
ん
は
現

場
の
作
業
員
と
も
親
し
げ
で
、
そ
こ
に

は
信
頼
関
係
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
を

含
め
、
20
あ
る
土
木
工
事
現
場
で
活
躍

す
る
の
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
の
施
工
業
者
だ
。
ま
た
、
40
人
近

く
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
で
も
、
鶴

丸
さ
ん
は
唯
一
の
日
本
人
だ
と
い
う
。

「
も
っ
と
日
本
人
に
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
ね
」。
そ

う
胸
の
内
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
一
方
、積
極
的
に
商
機
を
狙
う
の
は
、

日
本
信
号
株
式
会
社
だ
。
同
社
は
、
日

本
の
信
号
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
イ

ン
ド
で
信
号
シ
ス
テ
ム
を
受
注
し
た
。

「
８
号
線
で
は
、
無
線
信
号
を
利
用
し

て
列
車
の
位
置
を
検
知
し
、
速
度
や
車

間
距
離
を
安
全
に
保
つ
画
期
的
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
従
来
は
、
利
用

者
が
増
加
す
る
と
１
編
成
あ
た
り
の
車

両
数
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

技
術
を
活
用
す
る
と
、
列
車
の
運
転
間

鉄
道
の
国
イ
ン
ド
で

広
が
る
支
援

貨
物
輸
送
鉄
道
の

効
率
化
に
貢
献

デ
リ
ー
を
駆
け
る

日
印
協
力
の
象
徴

を
上
げ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
清
掃
し

や
す
い
モ
ー
タ
ー
を
作
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
業
界
の
潮
流
と
し
て
は
、
車
両
メ
ー

カ
ー
が
電
機
製
品
の
製
造
も
兼
ね
る
傾

向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
イ
ン
ド
で
は
、
同
社
が
車
両
メ
ー
カ

ー
を
リ
ー
ド
す
る
構
図
が
で
き
て
い

る
。
三
菱
電
機
は
、
ブ
レ
ー
キ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来

よ
り
約
３
割
の
省
エ
ネ
を
可
能
に
す
る

技
術
や
、
最
新
の
半
導
体
素
子
で
電
力

の
消
費
量
を
格
段
に
改
善
す
る
技
術
、

加
え
て
、
日
本
式
の
手
厚
い
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
を
は
じ

め
と
す
る
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
を
支
え
て

き
た
。

　
日
本
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
デ
リ

ー
メ
ト
ロ
公
社
も
独
自
に
駅
構
内
の
屋

根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て

駅
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
環
境
分
野
を

中
心
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。広
報
担
当
執
行
役
員
の
ア
ヌ
ジ
・

ダ
ヤ
ル
さ
ん
は
、「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、

鉄
道
分
野
で
は
世
界
で
初
め
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
す
国
連
の
ク

リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
デ
リ
ー
メ
ト
ロ

が
好
き
な
ん
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
今
後
も
日
本
の
支
援
が
、イ
ン
ド
の
、

そ
し
て
世
界
の
鉄
道
発
展
の
追
い
風
と

な
り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
願
う
。（

編
集
部
　
湯
澤
絵
里
子
）

デリーメトロ公社のアヌジ・ダヤルさん。昨年末、
国連気候変動枠組み条約第21回締約国会議
（COP21）に出席し、デリーメトロの環境保全の
取り組みを紹介した

「インドでは、新しい物と実績の双方を求めら
れるので難しい」と日本信号の荻原さん（左）。
奥には、８号線の車両基地が見える
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隔
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」。

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
社
で
イ
ン
ド

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
を
務
め
る
荻

原
浩
史
さ
ん
だ
。

　
技
術
の
開
発
当
初
は
、社
内
で
も「
本

当
に
実
用
化
で
き
る
の
か
」
と
懸
念
を

示
す
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
電
波
や
ノ
イ
ズ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

丁
寧
に
収
集
し
、
試
験
を
繰
り
返
し
な

が
ら
安
全
性
・
信
頼
性
を
高
め
て
い
っ

た
結
果
、
11
年
に
中
国
の
北
京
地
下
鉄

で
初
め
て
こ
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　「
日
本
で
は
興
味
は
示
さ
れ
る
も
の

の
、〝
国
内
で
前
例
が
な
い
と
難
し
い
〞

と
す
ぐ
に
導
入
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
北
京
に
次
ぐ
実
績
を
作
り
た

く
て
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
市
場
で
圧
倒

的
な
影
響
力
を
持
つ
デ
リ
ー
で
、
導
入

を
目
指
し
た
の
で
す
」
と
荻
原
さ
ん
は

今
後
の
展
開
に
も
意
欲
を
見
せ
る
。

　
他
方
、
イ
ン
ド
の
メ
ト
ロ
全
体
で
車

両
用
電
機
製
品
の
約
７
割
を
受
注
し
て

い
る
三
菱
電
機
株
式
会
社
は
、
デ
リ
ー

メ
ト
ロ
と
は
15
年
来
の
協
力
関
係
に
あ

る
。
09
年
か
ら
２
年
半
、
現
地
に
駐
在

し
て
い
た
車
両
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
大
山
裕
二
さ
ん
は
、「
外

気
が
45
度
に
達
す
る
真
夏
、
私
た
ち
の

製
品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
車
両
の

床
下
の
温
度
は
、
70
度
く
ら
い
ま
で
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
は
ほ
こ
り

っ
ぽ
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
こ
の
過
酷

な
環
境
で
製
品
の
高
い
信
頼
性
を
保
つ

に
は
、
電
力
の
ロ
ス
を
減
ら
し
て
温
度

　　
日
本
に
先
立
つ
こ
と
19
年
、
１
８
５

３
年
に
ア
ジ
ア
で
最
初
の
鉄
道
が
イ
ン

ド
に
開
通
し
た
。〝
日
本
に
よ
る
鉄
道

支
援
〞
と
言
っ
て
も
、
鉄
道
の
歴
史
で

は
イ
ン
ド
の
方
が
先
輩
な
の
だ
。
そ
れ

は
、
同
国
の
鉄
道
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

時
代
の
遺
産
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
今
日
で
は
総
延
長
距
離
約
６
万
５

０
０
０
キ
ロ
を
有
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第
４
位
の
鉄

道
大
国
に
成
長
し
た
イ
ン
ド
で
、
鉄
道

は
国
の
誇
り
と
な
っ
た
。
国
父
マ
ハ
ト

マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
有
色
人
種
へ
の
差
別

が
横
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、
非

暴
力
・
不
服
従
運
動
の
た
め
、
鉄
道
で

祖
国
を
巡
る
旅
に
出
た
こ
と
を
知
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

　
鉄
道
と
共
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
イ

ン
ド
は
今
、
日
本
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
新

た
な
挑
戦
に
乗
り
出
し
た
。
同
国
初
の

高
速
鉄
道
建
設
事
業
だ
。
国
際
的
な
受

注
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
昨
年
12

月
の
日
印
首
脳
会
談
で
日
本
式
新
幹
線

の
技
術
を
活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
一
方
、
２
０
０
２
年
開
業
の
都
市
鉄

道
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は
、
今
で
は
す
っ

か
り
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
、
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
、
空
調
の
な
い
バ
ス
な
ど
に

頼
る
し
か
な
か
っ
た
人
々
は
、
メ
ト
ロ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
D
F
C

公
社
職
員
向
け
の
日
本
で
の
研
修
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ナ
さ
ん
は
、
そ
こ

で
期
待
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
〝
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
〞、
す
な
わ
ち
冷
蔵

品
な
ど
、
低
温
の
状
態
を
保
っ
た
ま
ま

の
輸
送
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
挙
げ

た
。

　
日
本
の
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
が
発
電
式
な

の
に
対
し
、
イ
ン
ド
は
外
部
コ
ン
セ
ン

ト
式
。
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
駅
に
あ
る
間

は
、
発
車
ま
で
外
部
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ

な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

差
込
口
の
数
に
は
、当
然
限
り
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
列
車
の
計
画
ダ
イ
ヤ
、

さ
ら
に
は
、
駅
で
の
作
業
工
程
を
定
め

た
作
業
ダ
イ
ヤ
に
従
っ
て
、
効
率
的
に

コ
ン
テ
ナ
を
積
み
、
時
間
通
り
に
列
車

特集 鉄道物語
日本と世界の鉄道員

地下工事の進むジャマ・マスジッド駅。
完成すると、ここはホームになる

オリエンタルコンサルタンツグローバル
の鶴丸さん（左）とデリーメトロ公社の
トンネルエンジニア

車両用電機製品のメンテナンスを行う
三菱電機の現地社員ら

三菱電機の補助電源
装置は車両の床下に
取り付けられている

デリー

ＪＲ貨物の西村さん。「日本
は鉱物資源が乏しい分、生
活物資を運ぶコンテナ輸送
が発展したのです」と話す

DFC公社幹部のラナさん。
インド国鉄勤務だったが、
2007年の公社設立時、先
陣を切って貨物専用鉄道
事業に参加した

走り続ける、日印鉄道協力

from インド

India

デリーメトロは約７割の区間が高架だ。
大気汚染の悪化で一面が白く霞がか
っているデリーにおいて、都市鉄道が
環境保全に果たす役割は大きい

今般、インド初の高速鉄道に日本の新幹線方式が採用され、話題を呼んでいる。
実は、その他にも都市鉄道デリーメトロの発展や、貨物輸送鉄道の効率化に 

日本が大きく貢献していることを知っているだろうか。
インドの鉄道の発展を支える両国の鉄道員たちの挑戦に迫った。

かすみ

り
ゅ
う
ち
ょ
う
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